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右
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小
学
校
、
中
学
校
の
大
規
模
校(
マ
ン
モ
ス
校)

に
み
ら
れ
る
非
教
育
的
な
学
校
施
設
の
教
育
条
件
は
、
子
ど
も

た
ち
の
知
的
、
道
徳
的
、
身
体
的
な
調
和
の
と
れ
た
す
こ
や
か
な
発
達
を
妨
げ
る
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
文
部
省
の
「
校
内
暴
力
発
生
状
況
に
関
す
る
調
査
」
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
）
で
、
中
学
校
に
お
け
る
校
内
暴

力
の
発
生
率
は
学
校
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
高
く
な
つ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
学
校
規
模
に
つ
い
て
、

瀬
戸
山
文
相
は
、
「
七
、
八
百
人
ぐ
ら
い
の
学
校
が
一
番
や
り
や
す
い
」
（
一
八
学
級
で
八
一
〇
人
）
と
国
会
答
弁
し

て
い
る
が
、
千
名
を
こ
え
る
小
学
校
、
中
学
校
が
約
六
千
校
あ
る
と
い
う
の
が
、
今
日
の
実
態
で
あ
る
。 

学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、
生
活
す
る
も
つ
と
も
重
要
な
教
育
環
境
で
あ
り
、
学
校
教
育
施
設
は
、
子
ど

も
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
間
形
成
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
改
善
、
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ 

 

る
。 

 
小
学
校
、
中
学
校
の
大
規
模
校(

マ
ン
モ
ス
校)

の
解
消
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

政
府
、
教
育
行
政
当
局
は
、
今
日
の
校
内
暴
力
、
非
行
問
題
を
深
刻
に
う
け
と
め
、
か
つ
具
体
的
対
策
を
た
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
大
規
模
校
の
解
消
等
教
育
条
件
整
備
の
自
ら
の
責
務

を
は
た
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
。 

一 

大
規
模
校
に
お
け
る
教
職
員
は
、
児
童
の
数
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
理
科
、
音
楽
は
じ
め
特
別
教
室
で
の
授

業
、
運
動
場
、
体
育
館
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
学
校
行
事
、
職
員
会
議
、
学
年
会
議
で
の
話
し
合
い
、
災
害
時

の
避
難
な
ど
多
く
の
教
育
活
動
上
の
困
難
、
子
ど
も
の
安
全
面
か
ら
の
不
安
を
訴
え
て
い
る
。 

(二 ) 

義
務
教
育
の
段
階
で
、
こ
の
よ
う
に
小
学
校
、
中
学
校
で
の
大
規
模
校
に
お
け
る
教
育
条
件
の
格
差
が
あ 

(一 ) 

文
部
省
の
「
小
・
中
学
校
過
大
規
模
校
に
つ
い
て
の
調
査
」
に
お
い
て
、
過
大
規
模
校
は
、
①
施
設
②
学
校

運
営
③
教
師
相
互
、
教
師
と
こ
ど
も
等
の
人
間
関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
市
町
村
か

ら
報
告
さ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

大
規
模
校
の
解
消
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

四 

 



 

二 

文
部
省
は
、
生
徒
指
導
資
料
「
生
徒
の
健
全
育
成
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
校
内
暴
力
を
中
心
に
―
」（
昭
和
五
十

七
年
三
月
）
に
お
い
て
、
校
内
暴
力
防
止
の
具
体
的
対
策
と
し
て
、
①
教
師
間
の
協
力
体
制
の
確
立
②
生
徒
理

解
を
深
め
、
個
別
指
導
を
充
実
す
る
こ
と
③
一
人
一
人
の
生
徒
を
い
か
す
学
級
に
改
善
す
る
④
適
切
な
情
報
の

収
集
と
処
理
を
行
う
こ
と
、
等
を
あ
げ
て
い
る
。 

(一 ) 

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
の
「
校
内
暴
力
発
生
状
況
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
児
童
・
生
徒
急
増
六
府

県
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
）
の
中
学
校
に
お
け
る
学
校
規
模
と
校
内

暴
力
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
の
学
級
数
（
一
～
十
一
、
十
二
～
十
八
、
十
九
～
二
十

四
、
二
十
五
～
三
十
、
三
十
一
～
三
十
六
、
三
十
七
～
）
と
校
内
暴
力
（
対
教
師
暴
力
、
生
徒
間
暴
力
、
器
物 

し
か
し
、
大
規
模
校
は
、
こ
の
子
ど
も
と
教
職
員
の
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
、
教
職
員
相
互
の
協
力
を
す
す
め

る
点
か
ら
も
、
き
わ
め
て
障
害
と
な
る
教
育
環
境
と
な
つ
て
い
る
。 

る
こ
と
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
放
置
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

(三 ) 

校
内
暴
力
、
非
行
対
策
等
の
視
点
か
ら
、
だ
れ
も
が
指
摘
す
る
よ
う
に
非
教
育
的
な
大
規
模
校
を
解
消
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

(二 ) 

文
部
省
は
、
こ
の
十
月
、
「
過
大
規
模
校
」
の
小
学
校
、
中
学
校
（
千
葉
県
と
愛
知
県
）
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
運
動
能
力
、
体
力
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
男
子
、
女
子
と
も
に
、
「
過
大
規
模 

 

校
」
の
児
童
・
生
徒
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
走
、
走
り
幅
跳
び
な
ど
の
運
動
能
力
、
踏
み
台
昇
降
や
前
屈
な
ど

の
体
力
が
、
県
の
平
均
よ
り
劣
つ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

損
壊
）
の
発
生
率
と
の
関
係
を
表
示
さ
れ
た
い
。 

「
過
大
規
模
校
」
と
そ
れ
以
外
の
小
学
校
、
中
学
校
と
比
較
し
た
場
合
、
子
ど
も
一
人
当
り
の
校
庭
面
積
、

体
育
館
、
プ
ー
ル
等
教
育
条
件
に
ど
の
よ
う
な
格
差
が
あ
る
の
か
。 

こ
の
よ
う
な
大
規
模
校
の
解
消
計
画
を
す
み
や
か
に
た
て
、
抜
本
的
な
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

「
過
大
規
模
校
」
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
、
体
力
に
差
が
生
じ
た
と
考
え
る
か
。 

六 

 



 

三 
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
第
十
七
条
、
第
五
十
五
条
）
で
は
、
学
校
規
模
は
十
二
学
級
か
ら
十
八
学
級
を
標
準

と
し
、
義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
国
庫
負
担
法
施
行
令(

第
三
条)

で
は
、
「
適
正
な
学
校
規
模
の
条
件
」
と
し 

 

て
、
「
お
お
む
ね
十
二
学
級
か
ら
十
八
学
級
ま
で
」
と
し
、
学
校
統
合
の
場
合
で
も
二
十
四
学
級
ま
で
と
し
て
い

る
。 

(一 ) 

二
十
五
学
級
以
上
の
小
学
校
、
中
学
校
は
、
法
令
上
、
明
ら
か
に
学
校
規
模
と
し
て
不
適
切
で
は
な
い 

 

か
。
ま
た
、
文
部
省
は
、
教
育
的
配
慮
か
ら
、
「
適
正
な
学
校
規
模
」
は
い
か
に
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。 

ま
た
、
文
部
省
が
、
昭
和
三
十
二
年
に
示
し
た
「
学
校
統
合
の
手
び
き
」
に
よ
る
と
、
学
校
の
適
正
規
模
に
つ

い
て
、「
二
十
五
学
級
以
上
の
大
規
模
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
長
、
教
員
、
児
童
、
生
徒
が
一
つ
の
社
会
集
団

と
し
て
の
有
機
的
教
育
活
動
を
営
む
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
し
た
が
つ
て
、
教
育
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
は
困

難
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
学
校
規
模
は
、
小
、
中
学
校
と
も
に
お
お
む
ね
十
二
学
級
な
い
し
、
十
八
学
級
を
標
準

と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

七 

 



 

(三 ) 

二
十
五
学
級
以
上
の
「
過
大
規
模
校
」
で
あ
る
小
学
校
、
中
学
校
の
総
数
は
、
昭
和
三
十
年
三
、
三
一
五

校

、
昭
和
四
十
年
三
、
四
九
三
校
、
昭
和
五
十
年
四
、
七
九
一
校
、
昭
和
五
十
五
年
五
、
八
六
六
校
、
昭
和
五

十
八
年(

三
月)

六
、
〇
一
三
校
と
著
し
く
増
大
し
て
き
た
。 

(二 )
 

文
部
省
が
こ
の
七
月
に
ま
と
め
た
「
小
・
中
学
校
過
大
規
模
校
に
つ
い
て
の
調
査
」
も
、
十
月
の
「
過
大
規

模
校
」
の
「
運
動
能
力
・
体
力
調
査
」
も
、
と
も
に
三
十
一
学
級
以
上
の
小
学
校
、
中
学
校
を
「
過
大
規
模
校
」

と
し
て
調
査
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

政
府
、
教
育
行
政
当
局
の
大
規
模
校
解
消
対
策
の
遅
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
教
育
条
件
整
備
の
責
務
（
教

育
基
本
法
第
十
条
）
を
も
つ
政
府
、
教
育
行
政
当
局
と
し
て
、
大
規
模
校
解
消
対
策
が
遅
れ
た
責
任
を
ど
う 

三
十
一
学
級
を
基
準
に
し
た
理
由
は
な
に
か
。
明
ら
か
に
「
過
大
規
模
校
」
で
あ
る
二
十
五
学
級
以
上
、
三

十
学
級
の
小
学
校
、
中
学
校
は
何
校
あ
る
か
。
こ
れ
ら
の
学
校
を
調
査
対
象
と
し
な
か
つ
た
理
由
は
な
に 

 

か
。 

八 

 



 

四 

文
部
省
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
、
大
規
模
校
解
消
の
た
め
の
予
算
を
提
出
し
て
い
る
。 

(三 )

 

文
部
省
調
査
に
よ
れ
ば
、
三
十
一
学
級
以
上
の
「
過
大
規
模
校
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
用
地
、
建
物

な
ど
基
準
以
上
に
あ
る
た
め
に
分
離
に
よ
る
新
設
校
建
設
を
予
定
し
て
い
な
い
小
学
校
、
中
学
校
が
一
四
六

校
あ
る
。
こ
の
一
四
六
校
の
解
消
は
ど
う
し
て
す
す
め
る
の
か
。 

(二 ) 

三
十
一
学
級
以
上
の
「
過
大
規
模
校
」
で
あ
る
残
り
の
一
、
八
四
七
校
は
、
い
つ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
解

消
さ
せ
る
の
か
。 

(一 ) 

政
府
は
、
こ
の
二
九
七
校
分
の
大
規
模
校
解
消
の
た
め
の
予
算
を
承
認
す
る
の
か
。 

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
三
十
一
学
級
以
上
の
小
学
校
、
中
学
校
二
、
一
四
四
校
の
う
ち
、
市
町
村
で
解
消
計
画

が
あ
り
、
用
地
未
確
保
で
あ
る
二
九
七
校
分
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
解
消
は
五
ヵ
年
計
画
で
あ
る
。 

考
え
る
か
。 

新
た
な
補
助
基
準
を
設
け
る
の
か
。 

九 

 



 

五 

小
学
校
、
中
学
校
の
二
十
五
学
級
以
上
の
大
規
模
校
は
、
実
態
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
非
教
育
的
な
学
校
教

育
環
境
で
あ
る
。
政
府
、
文
部
省
は
、
早
急
に
二
十
五
学
級
以
上
の
「
過
大
規
模
校
」
の
実
態
調
査
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。 

(四 ) 
三
十
一
学
級
以
上
の
小
学
校
の
う
ち
、
都
道
府
県
で
解
消
計
画
が
あ
る
と
さ
れ
る
一
、
八
三
一
校
の
う
ち
、

一
、
〇
六
〇
校
は
「
児
童
・
生
徒
の
減
少
に
よ
り
六
十
二
年
度(

昭
和)

ま
で
に
解
消
見
込
み
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
六
十
二
年
度
ま
で
、
三
十
一
学
級
以
上
は
も
ち
ろ
ん
、
二
十
五
学
級
以
上
の
「
過
大
規
模
校
」
で

あ
つ
て
も
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
十
学
級
以
下
、
二
十
五
学
級
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
市
町
村

で
解
消
計
画
が
あ
る
場
合
、
政
府
は
必
要
な
財
政
措
置
を
と
る
考
え
は
あ
る
の
か
。 

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
抜
本
的
な
解
消
計
画
を
た
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
小
規

模
校
を
適
正
化
す
る
と
し
て
新
た
な
補
助
率
を
法
律
で
設
け
、
学
校
統
合
を
誘
導
し
て
き
た
よ
う
に
、
新
た
な

補
助
制
度
を
大
規
模
校
の
解
消
の
た
め
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

一
〇 
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右
質
問
す
る
。 

 


